
本年度の大会は、新型コロナウィルス感染拡大の状況を鑑み、オンライ

ンで行う大会とします！ 

日本都市学会会長 浦野 正樹 

近畿都市学会会長 山崎  健  

 
⼤会⽇程は、10 ⽉ 31 ⽇にシンポジウム・学会賞表彰式・総会、11 ⽉ 1 ⽇に⾃由報告部

会を開催します。⼤会は Zoom（遠隔会議システム）を使ったオンラインによるものです。 
[およそのプログラム] 

10 ⽉ 31 ⽇（⼟） 
13:00〜13:10 開会挨拶 浦野正樹（⽇本都市学会会⻑）、⼭崎健（近畿都市学会会⻑） 
13:10〜15:40 シンポジウム 
「新型コロナ感染状況下に⽣きる---都市／⼤学（教育研究）／市⺠⽣活---」(仮題) 
16:00〜16:30 ⽇本都市学会賞授与式 
16:45〜17:45 ⽇本都市学会総会 

11 ⽉ 1 ⽇（⽇） ⾃由報告（3 部会編成を予定） 
9:30~11:30 研究報告Ⅰ（A 会議室、B 会議室、C 会議室） 

13:00~15:00 研究報告Ⅱ（A 会議室、B 会議室、C 会議室） 
15:30~17:30 研究報告Ⅲ（A 会議室、B 会議室、C 会議室） 
 
本年度のシンポジウムは、当初予定していた尼崎市での開催を念頭においたテーマから、

オンライン⼤会に即して「新型コロナ感染状況下に⽣きる---都市／⼤学（教育研究）／市⺠
⽣活---」(仮題)に変更しています。趣旨及び話題提供の⽅針は以下のとおりです。 
「現在、新型コロナウィルスが蔓延し拡⼤している状況のなかで、現在の都市はさまざまな
脆弱性を抱え、対応に四苦⼋苦しております。そこで開催学会に当たる近畿都市学会会⻑と
も相談して、次号の⽇本都市学会年報のタイトルを念頭におき、表記のようなタイトルで、
都市のロックダウンに⾄るプロセスが孕む問題や、都市の対策⼿法や都市政策に関わる課
題、教育研究の現場で何が起こり、それが今後の社会のあり⽅や研究のあり⽅にどう関わる
か、市⺠⽣活全般におけるさまざまな影響や課題など、⽐較的⾃由に話題提供や各地の状況
や認識を話せる機会をつくりたいと思います。 

このシンポジウムの趣旨としては、新型コロナウィルスの蔓延による影響の広がりと突
きつけられている課題を確認し、今後の都市研究に向けての可能性について、⾃由に意⾒交
換をすることを差しあたっての⽬的としたいと思います。 

登壇者としては、＜新しい都市学＞における議論のときと同様、各地域都市学会から、上
記のような話題提供をしていただける⽅をそれぞれ 1 名程度推薦してもらう⽅式で、オン
ラインでのシンポジウムを実施します。従って登壇者（話題提供者）に必ずしもまとまった
研究報告を期待するわけではなく、むしろ、今後の研究の可能性について探索的に問題を探



るような機会にできればよいかなと考えました。 
形式としては、⽇本都市学会会員のみに参加を限定したイベントとする。各⾃話題提供の

簡単な紹介⽂（A4 版 1 枚以内）を⼤会開催の 2 週間前に出してもらい、それをホームペー
ジに掲載することで、⼤会時の討議資料とする（もちろん詳しい資料を数⽇前に追加で出し
て貰うことは妨げません）。それらをブラッシュアップしたものを、特集として年報に掲載
する予定です。」 

 
⼤ 会 に 関 す る 今 後 の お 知 ら せ は ⽇ 本 都 市 学 会 ホ ー ム ペ ー ジ 内 の ⼤ 会 特 設 サ イト

（ http://toshigaku.org/taikai2020/ ）に順次掲載し更新していきますので、最新版をご覧
ください。⼤会プログラム、シンポジウム、報告要旨、⼀般会員の⼤会参加⽅法など重要情
報はホームページから⾒ることができるようになります。プリントアウトすることで、例年
紙媒体で配布していた⼤会プログラム・梗概集になりますので、適宜ご利⽤下さい。 

本年度の⼤会参加申込みは、すべて e-mail での受付となります。下記のアドレス宛に、
次の項⽬を記載の上、10 ⽉ 20 ⽇迄にお申込み下さい。その記載事項をチェックして、⽇本
都市学会の会員資格があることを確認したうえで、⼤会数⽇前にシンポジウム・学会賞表彰
式・総会、及び各⾃由報告部会に⼊る ID 等の必要情報を e-mail にてお送りします。 

⼤会開催実⾏委員会事務局（参加申込先、問い合わせ先)：taikai2020@toshigaku.org 
【⼤会参加者】 

⼤会参加に際し事前登録する項⽬ 
① 名前、② 所属地域都市学会(⾮加⼊の⽅はその旨お書きください)、③ 所属機関等、   
④ e-mail のアドレス（連絡⽤及び当⽇アクセスのチェック⽤）、⑤ 当⽇の緊急連絡先
（任意、接続等に関するトラブル発⽣時の事務局からの連絡⽤携帯番号） 
なお、メールの件名には「⼤会参加エントリー」と記して下さい。 
オンライン⼤会に参加するための事前準備作業などについては、⽇本都市学会ホームペ
ージ⼤会特設サイトをご覧ください。 

 
【報告希望者】 

報告を希望される場合は、９⽉ 10 ⽇までに、上記の⼤会参加に必要な項⽬①〜⑤に加え、
⑥．報告題⽬(仮タイトル可) 、⑦．報告内容を⽰す keyword （5 つ以内記載）を e-
mail で提出し、かつ 9 ⽉ 25 ⽇までに報告の正式題⽬、報告概要（800 字程度）を同じ
く e-mail で提出して下さい。提出先は、上記の⼤会参加申込先と同様です。 

なお、メールの件名には「⼤会報告エントリー」と記して下さい。 
＊これらの提出フォームは、下記⽇本都市学会「⼤会特設サイト」にも掲載してあります。 
 
⽇本都市学会ホームページ内「⼤会特設サイト」： http://toshigaku.org/taikai2020/ 
⼤会開催実⾏委員会事務局（参加申込先、問い合わせ先)：taikai2020@toshigaku.org 


